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○ 山梨大学学則（案） 
制定 平成１６年 ４月 １日 

改正 平成１７年１２月 １日 

平成１９年 ４月 １日 

平成２０年 ４月 １日 

平成２１年 ４月 １日 

平成  年  月  日 

     

第１節 総則 

（目的及び使命） 

第１条 山梨大学（以下「本学」という。）は、学術文化を担う開かれた教育研究機関として、

それぞれの専門領域での教育研究を推進するとともに、広く諸学の融合による学際領域を

創造することを目的とし、豊かな教養と専門知識・技術を備え、倫理性、独創性に富み、

自主独立の精神を尊ぶ人材を育成することを使命とする。教育と研究はそのいずれかに偏

ることなく、大学全体として相互の調和を図る。 

本学は地域社会との連携によって地域の知の中核となり、その知の集積を地域をこえて

世界に発信し、国際社会に貢献する。 

 

（学部等） 

第２条 本学に、次の学部及び課程・学科を置く。 

教育人間科学部 学校教育課程 

生涯学習課程 

国際共生社会課程 

ソフトサイエンス課程 

医学部     医学科 

看護学科 

工学部     機械システム工学科 

電気電子システム工学科 

コンピュータ・メディア工学科 

土木環境工学科 

応用化学科 

生命工学科 

循環システム工学科 

２ 前項の各学部に置く課程・学科の入学定員、編入学定員及び収容定員は、別表第１のと

おりとする。 

３ 学部に置く学科目等については、別に定める。 

４ 学部に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第２節 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第３条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（学期） 

第４条 学年を次の２学期に分ける。 

  前期  ４月１日から９月３０日まで 

 後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

 

（休業日） 

第５条 学年中の定期休業日は、次のとおりとする。 
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 (1) 日曜日 

 (2) 土曜日 

 (3) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

 (4) 開学記念日（１０月１日） 

２ 春季休業、夏季休業及び冬季休業については、別に定める。 

３ 臨時の休業日については、その都度定める。 

 

第３節 入学 

（入学の時期） 

第６条 入学の時期は、学年の始めとする。ただし、後期の始めに入学させることができる。 

 

（入学資格） 

第７条 本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれ

に相当する学校教育を修了した者を含む。） 

(3) 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施

設の当該課程を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める

日以後に終了した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規

定による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

(8) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で、１８歳に達したもの 

 

（入学出願の手続） 

第８条 入学志願者は、所定の手続により、願い出なければならない。 

 

（入学者の選考） 

第９条 入学志願者については、選考の上、当該学部教授会の議を経て、学長が合格者を決

定する。 

２ 入学者の選考に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（入学手続及び入学許可） 

第１０条 前条の選考に合格した者は、所定の期日までに、入学誓約書その他指定の書類を

提出するとともに、入学料を納入しなければならない。ただし、入学料の免除及び徴収猶

予を願い出た者の入学料の納入については、この限りでない。 

２ 学長は、前項の入学手続を終えた者に対し、入学を許可する。 

 

（再入学） 

第１１条 本学を退学し、又は本学から除籍された者が再入学を願い出たときは、選考の上、

入学を許可することがある。ただし、懲戒による退学者の再入学は認めない。 

 

（転入学） 

第１２条 他の大学から、本学へ転入学を志願する者については、選考の上、入学を許可す
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ることがある。 

２ 前項の規定により、転入学を志願する者は、現に在籍する大学の学長又は学部長の許可

証を提出しなければならない。 

 

（編入学） 

第１３条 本学に編入学を志願する者（次条に規定する者を除く。）については、選考の上、

入学を許可することがある。 

２ 編入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 大学卒業者 

(2) 短期大学卒業者 

(3) 大学に２年以上在学し、所定の単位を修得した者 

(4) 高等専門学校卒業者 

(5) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る。）を修了した者（第７条に規定する入学資格を有する者に限

る。） 

(6) その他本学において、これらと同等以上の学力があると認められた者 

３ 前項各号に掲げる者のほか、医学進学課程を修了した者又はこれと同等以上の学力があ

ると認められる者の編入学については、医学部が別に定める。 

 

（医学部看護学科への編入学） 

第１４条 次の各号のいずれかに該当する者で、医学部看護学科への編入学を志願する者が

あるときは、別に定めるところにより選考の上、入学を許可する。 

(1) 短期大学（看護系）を卒業した者 

(2) 大学（看護系）に２年以上在学し、所定の単位を修得した者 

(3) 専修学校（看護系）の専門課程（修業年限が２年以上であることその他文部科学大臣

が定める基準を満たすものに限る。）を修了した者（いずれも学校教育法（昭和２２年法

律第２６号）第５６条に規定する大学入学資格を有する者に限る。） 

 

（工学部への特別編入学） 

第１５条 工学部に特別編入学を志願する者があるときは、別に定めるところにより選考の

上、入学を許可する。 

２ 特別編入学することができる者は、工業高等専門学校を卒業した者とする。 

 

（入学前の既修得単位等の取扱） 

第１６条 第１１条から前条までの規定により入学を許可された者の入学前の修得単位の取

扱い及び修学すべき年数並びに在学年限については、当該学部が定めるものとする。 

 

（転学部、転課程、転学科等） 

第１７条 本学の学生で、他の学部に転学部を志願する者がある場合は、当該教授会の議を

経て、相当年次に転学部を許可することがある。 

２ 学部の学生で、その所属する学部の課程、学科及びそれらに設置されるコース・専修か

ら、同一学部の他の課程、学科、コース・専修を志願する者については、当該教授会の議

を経て、許可することがある。 

３ 本条に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第４節 修業年限及び在学年限 

（修業年限） 

第１８条 学部の修業年限は、４年とする。ただし、医学部医学科にあっては６年とする。 
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（入学前に一定の単位を修得した者の修業年限の通算） 

第１９条 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第５６条に規定する大学入学資格を有す

る者が、第４２条に規定する科目等履修生として一定の単位を修得した後に入学する場合

において、当該単位の修得により本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは、

修得した単位数等を勘案して当該学部の定める期間を修業年限に通算することができる。

ただし、その期間は、修業年限の２分の１を超えることはできない。 

 

（在学年限） 

第２０条 在学年限は、修業年限の２倍を超えることができない。 

２ 医学部医学科においては、１年次及び２年次、３年次及び４年次並びに５年次及び６年

次の各２学年における在学年数はそれぞれ４年を超えることはできない。 

３ 医学部看護学科においては、１年次及び２年次並びに３年次及び４年次の各２学年にお

ける在学年数はそれぞれ４年を超えることはできない。 

 

第５節 教育課程及び履修方法等 

（教育課程の編成方針） 

第２１条 教育課程は、本学、学部及び学科又は課程等の教育上の目的を達成するために必

要な授業科目を開設して、体系的に編成するものとする。 

２ 教育課程の編成に当たっては、学部等の知識・技能を修得させるとともに、幅広く深い

教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養できるよう適切に配慮するものとす

る。 

 

（教育課程及び履修方法） 

第２２条 教育課程及び履修方法については、各学部の定めるところによる。 

 

（授業の方法） 

第２３条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併

用により行うものとする。 

２ 前項の授業は、文部科学大臣が別に定める授業の方法により、多様なメディアを高度に

利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 卒業に必要な所定の単位数のうち、前項に規定する授業の方法により修得する単位数は、

６０単位を超えないものとする。 

４ 前項の規定にかかわらず、卒業に必要な所定の単位数が１２４単位を超える場合におい

て、当該単位数のうち、第１項に規定する授業の方法により６４単位以上修得していると

きは、第２項に規定する授業の方法により修得する単位数は、６０単位を超えることがで

きるものとする。 

５ 前３項に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（１単位当たりの授業時間） 

第２４条 １単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを

標準とし、授業の方法に応じ、当該授業の教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮し

て、次の基準により単位を計算するものとする。 

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で、各学部の定める時間

の授業をもって１単位とする。 

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で、各学部の定め

る時間の授業をもって１単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実

技の授業については、各学部の定める時間の授業をもって１単位とする。 

 (3) 一の授業について、講義と実習など二以上の方法の併用により行なう場合は、第１号

及び第２号の規程を考慮の上、大学が定める時間の授業をもって１単位とする。 
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２ 前項の規定に関わらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これ

らの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必

要な学修等を考慮して、単位数を定めることができる。 

 

（他学部の授業科目の履修） 

第２５条 学生は、他の学部の授業科目を履修することができる。 

２ 前項に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第２６条 本学が教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協議に基づき、学

生が当該大学等において履修した授業科目について修得した単位を、６０単位を超えない

範囲で本学の授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

３ 前２項に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第２７条 本学が教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修について、本学の授業科目の履修と

みなし、単位を与えることができる。 

２ 前項の規定により与えることのできる単位数は、前条第１項及び第２項の規定により本

学において修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。 

３ 前２項に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（入学前の既修得単位の認定） 

第２８条 本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に次の各号のいずれ

かに該当する単位を有する場合において、その単位を本学入学後の本学の授業科目の履修

により修得したものとみなすことができる。 

(1) 大学又は短期大学（外国の大学及び短期大学を含む。）において履修した授業科目につ

いて修得した単位 

(2) 大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８号）第３１条に規定する科目等履修生とし

て修得した単位 

２ 本学が教育上有益と認められるときは、学生が本学入学前に行った前条第１項に規定す

る学修について、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転入

学等の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第２６条第１項及

び第２項並びに前条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて６

０単位を超えないものとする。 

４ 前３項に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（単位の授与） 

第２９条 一の授業科目を履修した学生に対しては、試験その他の審査（以下「試験等」と

いう。）の上、単位を与えるものとする。 

２ 試験等及び単位の認定に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第６節 教育職員免許状 

（教育職員免許の取得） 

第３０条 学生が、教育職員の免許状授与の所要資格を取得しようとする場合は、教育職員

免許法（昭和２４年法律第１４７号）及び教育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省令

第２６号）に定める所要の単位を修得しなければならない。 
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２ 本学の学部の学科又は課程において前項の所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、

別表第２のとおりとする。 

 

第７節 留学、休学、復学、転学、退学及び除籍 

（留学） 

第３１条 学生が、第２６条第２項の規定に基づき、外国の大学又は短期大学において修学

しようとするときは、所定の手続を経て留学することができる。 

２ 前項の規定により留学した期間は、第１８条に規定する修学年限及び第２０条に規定す

る在学年限の期間に算入する。 

 

（休学） 

第３２条 学生が、病気その他特別の理由により２か月以上修学することができないときは、

所定の手続を経て、休学することができる。 

２ 病気等の理由により修学することが適当でないと認める学生に対しては、学長は、期間

を定めて休学を命ずることができる。 

 

（休学の期間） 

第３３条 休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の事情がある場合には、通算３年（医

学部医学科にあっては４年）まで休学を許可することがある。 

２ 休学した期間は、第１８条に規定する修業年限及び第２０条に規定する在学年限に算入

しない。 

 

（復学） 

第３４条 学生が休学期間中にその理由が消滅し、復学しようとするときは、所定の手続を

経て、学長に願い出、復学することができる。 

 

（転学） 

第３５条 学生が他の大学に転学しようとするときは、所定の手続を経て、学長に願い出、

学長の許可を受けなければならない。 

 

（退学） 

第３６条 学生が退学しようとするときは、所定の手続を経て、学長に願い出、学長の許可

を受けなければならない。 

２ 学生が、学業成績不振により成業の見込みがないと認められたときには、所属学部教授

会の議を経て、学長は退学を命ずることができる。 

 

（除籍） 

第３７条 学生が次の各号のいずれかに該当するときは、所属学部教授会の議を経て、学長

は当該学生を除籍する。 

(1) 第２０条の期間在学してなお所定の単位を修得しない者 

(2) 第３３条第１項の期間を超えてなお復学できない者 

(3) 入学料の免除又は徴収猶予の申請をした者のうち、不許可になった者又は半額免除が

許可になった者及び徴収猶予が許可された者で、所定の期日までに入学料を納入しない

者 

(4) 授業料の納入を怠り、督促してもなお納入しない者 

(5) 長期間にわたり行方不明の者 

 

第８節 卒業及び学位 

（卒業及び学位） 
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第３８条 第１８条に規定する期間（第１６条の規定により在学すべき年数を定められた者

については、当該年数）以上在学し、卒業要件単位を修得した者については、所属学部教

授会の議を経て、学長が卒業を認定し、学士の学位を授与する。 

２ 学士の学位に附記する専攻分野の名称は、別に定める。 

 

第９節 賞罰 

（表彰） 

第３９条 学生として表彰に価する行為があった場合は、学長が表彰することがある。 

 

（懲戒） 

第４０条 本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、所属学部

教授会の議を経て、学長が懲戒する。 

２ 前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みのないと認められる者 

(2) 正当な理由がなくて出席常でない者 

(3) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

４ 停学の期間は、第１８条に規定する修業年限には算入せず、第２０条に規定する在学年

限には算入する。 

 

第１０節 研究生等 

（研究生） 

第４１条 本学において特定の事項について研究することを志願する者に対しては、選考の

上、研究生として入学を許可することがある。 

２ 研究生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（科目等履修生） 

第４２条 本学の学生以外の者で、本学において一又は複数の授業科目を履修することを志

願する者に対しては、選考の上、科目等履修生として入学を許可することがある。 

２ 科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（特別聴講学生） 

第４３条 他の大学又は短期大学（外国の大学及び短期大学を含む。）の学生で、本学におい

て特定の授業科目を履修することを志願する者に対しては、当該大学又は短期大学との協

議に基づき、特別聴講学生として入学を許可することがある。 

２ 特別聴講学生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（外国人留学生） 

第４４条 外国人で、学部学生、研究生、科目等履修生又は特別聴講学生として本学に入学

を志願する者に対しては、選考の上、外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第１１節 その他 

（検定料、入学料及び授業料） 

第４５条 本学の検定料、入学料及び授業料に関する規程は、別に定める。 

 

（寄宿舎） 

第４６条 学生は、希望により本学の寄宿舎に入舎することができる。 

２ 寄宿舎に関し必要な事項は、別に定める。 
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（公開講座） 

第４７条 本学に公開講座を設けることがある。 

２ 公開講座に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（雑則） 

第４８条 この学則の改正については、経営協議会及び教育研究評議会において、出席した

委員の過半数の賛成を必要とする。 

 

附 則 

１ この学則は、平成１６年４月１日から施行する。 
２ 山梨大学学則（昭和２８年１２月１１日制定）、山梨医科大学学則（昭和５５年３月２９

日制定）及び山梨大学学則（平成１４年１０月１日制定）は、廃止する。 
３ 国立大学法人法（平成１５年法律第１１２号）附則第１７条の規定に基づき、山梨大学

及び山梨医科大学を卒業するために必要であった教育課程の履修を本学において行う者に

係る教育課程の履修その他当該学生の教育に関し必要な事項は、別に定める。 
４ 国立大学法人法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（平成１５年法律第１１

７号）第２条の規定による廃止前の国立大学設置法（昭和２４年法律第１５０号）第３条

に基づき設置された山梨大学に設置された工学部物質・生命工学科は、平成１６年３月３

１日に同学科に在学する者が在学しなくなるまでの間存続するものとみなし、この間、同

学科の教育課程は存続するものとする。 
５ 前項の規定により存続する工学部物質・生命工学科の教育課程の履修その他当該学生の

教育に関し必要な事項は、別に定める。 
６ 附則第４項の規定により存続するものとみなす工学部物質・生命工学科の収容定員は、

別表第１にかかわらず、平成１６年度から平成１８年度までは次のとおりとする 
学部・学科 収容定員 

工学部 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

物質・生命工学科 ２７０人 １８０人 ９０人

７ 附則第４項の規定により存続するものとみなす工学部物質・生命工学科において、教育

職員の免許状授与の所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、別表第２にかかわらず、

次のとおりとする。 
学部・学科 教員免許状の種類及び免許教科 

工学部物質・生命工学科 高等学校教諭 一種免許状 工業

 
附 則 

 この規則は、平成１７年１２月１日から施行する。 
附 則 

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 
附 則 

１ この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 
２ 第２条第２項に定める医学部医学科の入学定員及び収容定員は、同項の規定にかかわらず、

次のとおりとする。 
 
学部・学科 入学定員 収容定員 

平成２０年

度 
～平成２９

年度 

平成２０

年度 
平成２１

年度 
平成２２

年度 
平成２３

年度 
平成２４

年度 

平成２５年

度 
～平成２９

年度 

医学部 
医学科 

１１０人 ６１０人 ６２０人 ６３０人 ６４０人 ６５０人 ６６０人 
附 則 
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１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 
２ 第２条第２項に定める医学部医学科の入学定員及び収容定員は、同項の規定にかかわらず、

次のとおりとする。 
 
学部・学科 入学定員 収容定員 

平成２１年

度 
～平成２９

年度 

平成２１

年度 
平成２２

年度 
平成２３

年度 
平成２４

年度 
平成２５

年度 

平成２６年

度 
～平成２９

年度 

医学部 
医学科 

１２０人 ６３０人 ６５０人 ６７０人 ６９０人 ７１０人 ７２０人 
 
附 則 

 １ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 
 ２ 第２条第２項に定める医学部医学科の入学定員及び収容定員は、同項の規定にかかわらず、

次のとおりとする。なお、平成３０年度以降の入学定員及び収容定員は、追って定めるもの

とする。 
学部・学科 入学定員 収 容 定 員 

平成 22 年度 

～平成 29 年度 
平成 

22年度

平成 

23 年度

平成 

24 年度

平成 

25 年度

平成 

26 年度 
平成 27 年度 

～平成 29 年度医学部 
医学科 

  １２５ ６５５ ６８０ ７０５ ７３０ ７４５ ７５０ 
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別表第１（第２条第２項関係） 
（単位：人） 

 
学 部 学科又は課程 入学定員 編入学定員 収容定員 

学校教育課程 １００  ４００

生涯学習課程 ２０  ８０

国際共生社会課程 ４０  １６０

ソフトサイエンス課程 ４０  １６０

教育人間科学部 

計 ２００  ８００

医学科 １０５  ６３０

看護学科 ６０ １０ ２６０医学部 

計 １６５ １０ ８９０

機械システム工学科 ９０ １０ ３８０

電気電子システム工学科 ７０ ５ ２９０

コンピュータ・メディア工学科 ７５ ５ ３１０

土木環境工学科 ７５  ３００

応用化学科 ５０  ２００

生命工学科 ３５  １４０

循環システム工学科 ４５  １８０

工学部 

計 ４４０ ２０ １,８００

合 計 ８０５ ３０ ３,４９０
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別表第２（第３０条第２項関係） 

 
 

学 部 学科又は課程 教員免許状の種類及び免許教科又は領域 

小学校教諭 

一種免許状 
 

中学校教諭 

一種免許状 

国語、社会、数学、理科、 

音楽、美術、保健体育、 

技術、家庭、英語 

高等学校教諭 

一種免許状 

国語、地理歴史、公民、 

数学、理科、音楽、美術、 

書道、保健体育、家庭、 

英語 

特別支援学校教

諭一種免許状 

知的障害者に関する教育の領域 

肢体不自由者に関する教育の領域

幼稚園教諭 

一種免許状 
 

学校教育課程 

養護教諭 

一種免許状 
 

教育人間科学部 

国際共生社会課程 共生社会コース
高等学校教諭 

一種免許状 
商業 

機械システム工学科 

電気電子システム工学科 

土木環境工学科 

応用化学科 

生命工学科 

循環システム工学科 

工業 

工学部 

コンピュータ・メディア工学科 

高等学校教諭 

一種免許状 

情報 
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収
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０
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